
報
告
す
る
資
料
「
擬
滴
狂
辨
」
は
、
わ
た
し
た
ち
の
精
神
科
医
療
史
研
究
会
が
一
九
六
八
年
の
明
治
古
典
会
で
入
手
し
所
蔵
し
て
い
る
も
の

で
、
江
戸
医
学
館
に
お
け
る
精
神
病
学
に
関
す
る
試
験
答
案
集
で
あ
る
。
出
所
は
不
明
。

ほ
と
ん
ど
の
も
の
が
「
医
学
館
」
と
は
い
っ
て
い
る
二
○
行
罫
紙
に
、
白
文
の
漢
文
で
か
か
れ
て
い
る
。
と
じ
こ
ま
れ
て
い
る
の
は
二
二
名

分
で
、
第
一
か
ら
第
廿
二
ま
で
番
号
が
付
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
の
署
名
は
な
い
が
、
一
四
名
の
名
が
同
一
人
の
筆
で
か
き
い
れ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
一
四
名
の
名
は
、
塩
田
孝
昭
、
吉
田
松
奄
、
田
村
長
安
、
小
森
西
清
、
古
田
休
奄
、
坂
本
養
禎
、
桂
川
甫
悦
、
岡
田
昌
春
、
藤
本
立
運
、

井
上
齢
蓄
、
赤
松
久
安
、
谷
邊
玄
珠
、
吉
田
周
禎
、
多
紀
安
琢
と
よ
め
る
。
こ
の
ほ
か
に
末
松
長
□
（
虫
食
し
の
名
が
か
か
れ
て
・
け
さ
れ
て

い
る
の
で
、
未
記
名
分
の
な
か
に
末
松
も
は
い
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
小
森
、
坂
本
、
岡
田
、
多
紀
と
い
っ
た
名
か
ら
染
て
、
こ
の
医
学
館
が

江
戸
医
学
館
で
あ
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。

そ
の
内
容
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
願
、
滴
、
狂
の
概
念
を
『
黄
帝
内
経
』
以
下
の
古
典
を
引
用
し
て
論
じ
、
ま
た
そ
れ
ら
の
治
療
法
を
か
い
て
い

る
も
の
で
、
罫
紙
一
枚
か
ら
四
枚
、
お
お
く
は
二
枚
に
わ
た
る
。
す
こ
し
虫
が
は
い
っ
て
い
る
が
、
判
読
し
か
ね
る
字
は
す
ぐ
な
い
。
こ
の
二

二
名
分
の
ま
え
に
「
艤
澗
狂
辨
批
語
」
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
批
語
」
は
二
二
篇
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
「
第
一
弁
論
約
当
狂

江
戸
医
学
館
の
考
試
辨
耆
『
癒
澗
狂
辨
』
に
つ
い
て
（
第
一
報
）

Ｉ
当
時
の
精
神
病
学
説
を
み
る
Ｉ

1

繩
稗
垂
極
檸
癖
棒
霧
一
存
暗
誕
病
昭
和
五
十
九
年
五
月
十
一
日
受
付

岡
田
靖
雄
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も
と
か
た

も
と
や
す

多
紀
安
琢
の
父
多
紀
元
堅
（
苣
庭
）
は
多
紀
元
簡
（
桂
山
）
の
次
男
で
、
元
矢
の
倉
多
紀
家
（
あ
る
い
は
矢
の
倉
多
紀
家
）
を
は
じ
め
た
人
。
安
琢
、

本
名
は
元
瑛
、
字
は
希
温
、
雲
従
と
号
し
た
。
幼
名
は
鈴
之
助
、
長
じ
て
安
琢
と
称
し
た
。
一
八
二
四
年
（
文
政
七
年
）
に
う
ま
れ
、
一
八
五
七

年
（
安
政
四
年
）
に
父
死
去
に
よ
り
家
督
を
相
続
し
て
奥
医
師
と
な
り
、
の
ち
法
印
に
叙
さ
れ
て
養
春
院
と
名
の
っ
た
。
医
学
館
督
事
を
つ
と

め
、
将
軍
家
茂
の
治
療
に
あ
た
っ
た
り
し
た
。
一
八
七
六
年
（
明
治
九
年
）
に
死
去
。

岡
田
昌
春
（
号
槍
海
）
は
、
は
じ
め
丹
羽
孝
策
と
い
っ
た
が
、
の
ち
岡
田
氏
を
つ
い
だ
。
一
八
四
三
年
（
天
保
一
四
年
）
に
医
学
館
に
寄
宿
舎
が

者
狂
也
不
知
何
所
本
此
等
字
義
不
須
曲
費
解
釈
」
、
「
第
七
亦
佳
」
、
「
第
十
五
穏
当
但
治
法
梢
略
」
な
ど
、
内
容
に
つ
き
概
評
し
、
問
題
点

を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
筆
は
、
一
四
名
を
記
名
し
た
筆
と
同
一
と
お
も
わ
れ
る
。
こ
の
ほ
か
に
「
癩
病
狂
辨
校
字
」
が
は
さ
承
こ
ま
れ
て
い

て
、
二
二
篇
中
の
一
五
篇
に
つ
い
て
そ
の
字
・
文
章
の
誤
り
を
た
だ
し
て
い
る
。

医
学
館
の
試
験
は
考
試
と
よ
ば
れ
て
い
た
が
、
こ
の
二
二
名
は
あ
る
一
回
の
考
試
を
う
け
た
人
と
か
ん
が
え
て
よ
か
ろ
う
。
そ
の
考
試
が
い

つ
挙
行
さ
れ
た
も
の
か
、
そ
れ
は
し
る
さ
れ
て
い
な
い
。

名
を
し
る
さ
れ
て
い
る
一
四
名
の
う
ち
で
、
生
没
年
な
ど
も
ふ
く
め
て
そ
の
伝
記
を
あ
る
程
度
し
り
え
た
の
は
、
桂
川
甫
悦
と
多
紀
安
琢
と

に
死
去
。
つ
ま
り
、

兵
制
を
採
択
し
た
、

元
簡
の
従
兄
弟
）
で
、

く
に
や
す

桂
川
甫
悦
は
、
桂
川
家
六
代
甫
賢
國
寧
の
三
男
と
し
て
、
一
八
三
五
年
（
天
保
六
年
）
に
う
ま
れ
た
。
本
名
は
は
じ
め
國
謙
、
一
八
五
六
年

（
安
政
三
年
）
に
講
武
所
砲
術
教
授
方
仕
役
を
命
ぜ
ら
れ
、
一
八
六
二
年
（
文
久
二
年
）
に
は
軍
制
取
調
御
用
を
命
ぜ
ら
れ
三
兵
の
洋
式
を
採
用
し

つ
ぎ
や
す

つ
ぎ
あ
き

た
。
同
一
八
六
二
年
に
藤
澤
九
太
夫
次
懐
の
死
去
に
よ
り
急
養
子
と
な
り
、
藤
澤
志
摩
守
次
謙
と
名
の
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
八
六
八
年

（
慶
応
四
年
）
に
は
陸
軍
副
総
裁
（
若
年
寄
格
）
と
な
り
、
総
裁
勝
安
房
と
と
も
に
幕
府
の
最
後
の
支
柱
と
な
っ
た
。
一
八
八
一
年
（
明
治
一
四
年
）

に
死
去
。
つ
ま
り
、
關
方
医
と
は
い
え
奥
医
師
の
家
に
う
ま
れ
て
守
旧
派
と
い
う
べ
き
医
学
館
に
ま
な
ん
だ
が
、
軍
政
の
道
に
は
い
っ
て
洋
式

，
く
に
と
み

も
と
は
る

兵
制
を
採
択
し
た
、
数
奇
な
道
を
あ
ゆ
ん
だ
人
で
あ
る
。
し
か
も
、
祖
父
桂
川
甫
筑
國
寶
は
、
多
紀
元
孝
の
一
男
道
訓
元
張
の
子
（
つ
ま
り
多
紀

の
二
名
で
あ
る
。

桂
川
家
を
つ
い
だ
。
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一

（
１
）

創
立
さ
れ
た
と
き
に
入
学
し
（
一
五
歳
ぐ
ら
い
で
）
、
寄
宿
舎
頭
取
な
ど
も
し
、
の
ち
に
は
医
学
館
教
諭
に
な
っ
て
い
る
。
医
学
館
で
『
医
心
方
』

を
復
刻
し
た
と
き
の
写
手
に
は
小
森
西
清
、
岡
田
昌
春
、
坂
本
養
禎
の
名
が
、
校
正
に
あ
た
っ
た
者
に
は
小
森
西
清
の
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い

（
○
〃
』
）

る
。
ま
た
、
医
学
館
の
調
合
役
を
つ
と
め
た
者
の
な
か
に
藤
本
立
運
の
名
が
み
え
る
。
幕
医
騨
田
順
庵
の
子
で
外
交
官
と
な
っ
た
騨
田
三
郎

（
３
）

（
一
八
四
一
丁
一
八
八
九
）
の
伝
に
は
、
「
兄
宗
叔
病
死
す
三
郎
代
り
て
嗣
と
為
る
」
と
あ
る
が
、
こ
の
病
死
し
た
兄
が
塩
田
孝
昭
で
な
か
ろ
う

さ
て
、
桂
川
甫
悦
が
一
八
三
五
年
生
ま
れ
、
多
紀
安
琢
が
一
八
二
四
年
生
ま
れ
で
、
随
分
と
年
が
ち
が
う
。
前
述
の
よ
う
に
桂
川
甫
悦
は
一

八
五
六
年
に
は
講
武
所
に
で
て
い
る
の
だ
か
ら
、
こ
の
「
願
澗
狂
辨
」
と
し
て
の
こ
さ
れ
て
い
る
考
試
は
そ
れ
よ
り
前
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は

た
し
か
で
あ
る
。
一
八
五
○
年
（
嘉
永
三
年
）
か
そ
の
す
こ
し
あ
と
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

か
0

２

「
嬢
滴
狂
辨
」
の
内
容
を
み
る
に
さ
き
だ
っ
て
、
医
学
館
に
お
け
る
考
試
が
ど
う
い
う
も
の
で
あ
っ
た
か
、
み
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
森
潤

｜
二
郎
が
『
多
紀
氏
の
事
蹟
』
（
日
本
医
史
学
会
、
一
九
三
三
年
）
の
第
五
章
「
医
学
館
」
の
第
二
節
「
考
試
」
を
、
「
医
学
館
に
於
け
る
春
秋
の
考

試
に
就
い
て
は
、
ま
だ
そ
の
実
況
に
関
す
る
根
本
資
料
を
得
な
い
が
」
と
か
き
だ
し
て
い
る
よ
う
に
、
医
学
館
に
お
け
る
考
試
に
つ
い
て
具
体

的
な
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
わ
か
っ
て
い
な
い
。

周
知
の
よ
う
に
、
医
学
館
は
は
じ
め
、
多
紀
元
孝
（
玉
池
）
が
一
七
六
五
年
（
明
和
二
年
）
に
私
立
の
跨
壽
館
と
し
て
創
立
し
た
も
の
で
、
そ

の
子
多
紀
元
徳
（
藍
溪
）
の
代
に
至
り
、
一
七
九
一
年
（
寛
政
三
年
）
よ
り
公
儀
の
医
学
館
と
改
正
さ
れ
た
。
そ
の
と
き
に
、
若
年
寄
堀
田
摂
津

守
正
敦
が
目
付
に
わ
た
し
、
惣
医
師
に
ふ
れ
さ
せ
た
言
付
け
三
通
の
う
ち
に
考
試
の
こ
と
も
規
定
さ
れ
て
い
た
。
医
学
館
で
は
来
春
か
ら
年
に

二
回
春
秋
の
考
試
を
す
る
が
、
「
典
薬
頭
井
奥
向
之
面
々
法
印
法
眼
之
御
医
師
等
」
お
よ
び
「
四
十
歳
に
も
及
候
分
」
は
の
ぞ
き
、
年
齢
二
○

歳
ぐ
ら
い
に
も
な
っ
た
者
は
の
こ
ら
ず
考
試
を
う
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
ま
た
医
学
館
へ
つ
れ
づ
ね
出
席
し
て
修
行
し
て
い
る
者
は
う
け
な
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こ
れ
ら
に
し
た
が
え
ば
、
こ
の
「
癩
滴
狂
辨
」
は
筆
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
の
で
辨
書
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
、
ま
た
間
目
と
い
う

こ
と
に
な
る
の
か
、
あ
る
い
は
大
試
式
の
六
場
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
病
論
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
。

二
二
篇
の
う
ち
で
た
だ
一
人
四
枚
と
と
び
き
り
な
が
く
か
い
て
い
る
多
紀
安
琢
は
、
二
○
に
あ
ま
る
文
献
を
ひ
い
て
お
り
、
ま
た
、
古
典
か

ら
の
か
な
り
長
文
の
引
用
を
し
て
い
る
人
も
い
る
。
そ
れ
を
ぷ
て
は
じ
め
、
こ
れ
は
参
考
書
を
も
ち
こ
ん
で
、
あ
る
い
は
「
癩
澗
狂
辨
」
と
い

う
主
題
を
あ
た
え
ら
れ
て
宿
題
の
よ
う
な
形
で
参
考
書
を
糸
な
が
ら
、
か
い
た
も
の
か
、
と
か
ん
が
え
た
。
と
こ
ろ
が
よ
く
糸
る
と
、
『
素
問
』

の
「
奇
病
論
」
か
ら
の
引
用
を
「
通
評
虚
実
論
日
」
と
し
て
朱
を
い
れ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
ま
た
張
介
賓
の
こ
と
か
「
趙
氏
」
と
か

い
て
「
張
」
と
訂
正
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
み
る
と
、
こ
の
「
癩
澗
狂
辨
」
は
試
験
場
で
参
考
書
な
し
で
か
か
れ
た

く
て
よ
い
、
と
あ
る
。
考
試
は
翌
春
よ
り
お
こ
な
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

森
は
さ
ら
に
『
半
日
閑
話
』
巻
二
五
が
一
七
九
四
年
（
寛
政
六
年
）
秋
の
考
試
に
つ
き
の
べ
て
い
る
こ
と
を
引
用
し
て
い
る
。
寛
政
六
年
九
月

に
は
「
療
治
不
行
届
井
医
学
館
え
も
間
遠
に
被
致
出
席
候
」
御
番
医
な
ら
び
に
小
普
請
御
医
師
と
も
三
一
名
に
考
試
が
お
お
せ
つ
け
ら
れ
、
五

名
ず
つ
医
案
五
か
条
、
虚
実
医
学
、
本
草
、
外
科
に
つ
い
て
口
答
試
問
が
さ
れ
、
一
六
名
は
相
応
に
で
き
た
が
、
御
番
外
科
村
山
元
格
は
当
日

一
向
に
こ
た
え
ら
れ
ず
、
帰
宅
後
す
ぐ
に
吐
血
し
て
死
亡
し
た
。
ま
た
お
な
じ
く
二
月
一
三
日
に
は
御
医
者
一
同
に
脚
気
痛
風
之
辨
、
虚
腫

実
之
辨
、
腹
痛
寒
痛
熱
痛
之
辨
、
乾
雷
乱
湿
霊
乱
之
辨
、
脈
結
促
代
潜
之
辨
の
五
か
条
に
つ
き
辨
書
を
お
お
せ
つ
け
ら
れ
た
。

藤
浪
剛
一
「
幕
府
江
戸
医
学
館
の
一
補
遺
に
就
い
て
（
添
田
家
記
録
か
ら
）
」
（
日
本
医
史
学
雑
誌
、
第
一
二
八
八
号
、
一
九
四
一
年
）
は
、
幕
府
寄

合
医
師
で
あ
っ
た
添
田
家
で
、
幕
府
よ
り
の
公
害
を
書
写
し
て
手
控
え
と
し
た
御
廻
章
留
に
よ
っ
て
の
べ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
文
久
二
年

（
一
八
六
二
年
）
一
月
一
二
日
に
月
番
取
締
（
村
上
良
三
）
の
名
で
回
覧
さ
れ
た
医
学
小
試
式
・
医
学
大
試
式
に
つ
い
て
の
通
知
達
が
あ
げ
ら
れ
て

い
る
。
小
試
に
は
、
『
傷
寒
論
」
、
『
金
眉
要
略
」
、
『
素
問
』
、
『
霊
枢
』
な
ど
に
つ
い
て
の
講
釈
と
、
各
科
専
門
に
つ
い
て
か
く
間
目
な
ど
が
あ

っ
た
。
あ
ら
た
に
創
定
さ
れ
た
五
年
に
一
回
の
医
学
習
業
大
試
は
、
一
八
六
四
年
（
元
治
元
年
）
に
予
定
さ
れ
て
い
た
が
お
こ
な
わ
れ
ず
、
翌
年

に
大
試
挙
行
の
達
が
だ
さ
れ
た
。
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一

自
分
の
経
験
に
ふ
れ
て
い
る
の
は
、
第
三
番
田
村
長
安
が
「
余
嘗
テ
之
ヲ
病
者
一
一
徴
ス
ル
ニ
〔
下
略
〕
」
と
、
ま
た
第
七
番
無
名
氏
が
「
我
狂

ヲ
病
ム
者
ヲ
視
ル
ー
〔
下
略
〕
」
と
し
て
書
い
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
あ
と
で
み
る
よ
う
に
、
纐
と
滴
と
は
別
病
で
あ
る
と
し
て
い
る
人

は
、
一
‐
批
語
」
に
お
い
て
「
癩
瘤
ヲ
分
カ
チ
テ
ニ
ト
為
ス
ハ
殊
一
一
ソ
ノ
当
ヲ
欠
ク
」
な
ど
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
医
学
館
で
は

顔
と
滴
と
は
本
来
同
病
で
あ
る
と
教
え
る
よ
う
な
教
育
は
さ
れ
な
か
っ
た
、
も
っ
ぱ
ら
『
黄
帝
内
経
』
以
下
の
古
典
を
よ
む
こ
と
が
そ
の
教
育

で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
こ
こ
に
は
考
証
学
派
と
し
て
の
多
紀
家
の
面
目
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

さ
き
に
の
べ
た
よ
う
に
、
多
紀
安
琢
、
小
森
、
岡
田
、
坂
本
と
い
っ
た
人
た
ち
は
、
の
ち
に
医
学
館
の
教
育
や
『
医
心
方
』
復
刻
に
重
要
な

役
割
り
を
は
た
し
た
。
こ
れ
か
ら
み
る
と
、
こ
の
「
癩
病
狂
辨
」
と
し
て
の
こ
さ
れ
て
い
る
考
試
は
、
森
が
寛
政
六
年
九
月
の
こ
と
と
し
て
か

い
て
い
る
よ
う
な
、
怠
け
者
へ
の
い
わ
ば
懲
罰
的
な
考
試
で
は
な
か
っ
た
。
森
が
紹
介
し
て
い
る
一
七
九
一
年
の
考
試
に
つ
い
て
の
規
定
、
こ

と
に
、
医
学
館
へ
つ
れ
づ
ね
出
席
し
て
修
行
し
て
い
る
者
は
う
け
な
く
て
よ
い
、
と
あ
る
と
こ
ろ
に
も
こ
の
顔
触
れ
は
合
致
し
な
い
よ
う
で
あ

る
。
考
試
に
つ
い
て
の
規
定
が
改
正
さ
れ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
、
医
学
館
に
関
す
る
ほ
か
の
規
定
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
考
試
に
つ
い
て

の
規
定
も
そ
の
文
面
ど
お
り
に
は
実
行
さ
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
と
も
か
く
も
、
こ
の
考
試
を
う
け
た
と
い
う
点
で
こ
の
二
二
名
が
ど
う

い
う
人
た
ち
で
あ
っ
た
の
か
、
は
っ
き
り
つ
か
め
な
い
。

３

つ
ぎ
に
こ
の
内
容
か
ら
、
当
時
の
漢
方
に
お
け
る
精
神
病
学
説
、
癩
、
滴
、
狂
の
概
念
を
象
よ
う
。
と
い
っ
て
も
全
体
が
白
文
の
漢
文
で

（
例
外
的
に
、
第
一
六
番
無
名
氏
分
に
朱
で
読
点
が
、
第
二
二
番
無
名
氏
分
に
句
点
が
は
い
っ
て
い
る
）
、
ま
た
漢
方
の
医
説
に
く
ら
い
私
に
は
全
文
を
よ

象
く
だ
す
の
は
至
難
の
こ
と
で
、
そ
の
全
容
を
つ
か
桑
と
っ
て
は
い
な
い
。
な
ん
と
か
ょ
染
く
だ
す
こ
と
が
で
き
た
二
篇
を
（
あ
え
て
誤
り
を
お

そ
れ
ず
に
）
あ
げ
て
お
こ
う
。

も
の
と
わ
か
る
。

r月、
、Vノ
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第
十
七
〔
朱
筆
〕
癩
滴
狂
辨

謹
ミ
テ
按
ズ
ル
ニ
、
内
経
二
黄
帝
問
フ
テ
曰
ク
、
人
生
マ
レ
テ
願
疾
ヲ
病
ム
者
ア
リ
、
病
上
名
ヅ
ヶ
テ
何
卜
曰
上
安
ク
ノ
所
二
之
ヲ
得
ル

ト
。
岐
伯
対
ヘ
テ
曰
ク
、
病
上
名
ヅ
ヶ
テ
胎
病
卜
為
ス
、
此
し
之
ヲ
母
ノ
腹
中
ニ
在
ル
時
ニ
其
ノ
母
大
驚
ス
ル
所
有
ル
ー
得
タ
リ
、
気
上
ポ
リ

テ
下
ラ
ズ
、
精
気
井
居
ス
ル
故
一
一
子
二
発
シ
テ
癩
疾
ト
為
サ
シ
ム
ル
ナ
リ
ト
。
〔
医
学
ｌ
朱
筆
〕
綱
目
日
ク
、
癩
病
〈
則
チ
頭
眩
ナ
リ
、
疾
隔

間
二
在
し
令
ハ
則
チ
眩
微
ニ
シ
テ
什
レ
ズ
、
疾
胴
上
二
溢
ル
レ
。
ハ
則
チ
眩
甚
シ
ク
地
二
什
倒
シ
テ
人
ヲ
知
ラ
ズ
、
之
ヲ
名
ヅ
ヶ
テ
顛
澗
ト
曰
フ

ト
。
夫
レ
癩
澗
ノ
病
ヒ
タ
ル
之
ヲ
諸
書
ノ
所
説
一
一
考
フ
ル
二
名
証
同
ジ
ヵ
ラ
ズ
、
或
上
〈
併
言
シ
或
ヒ
ハ
分
言
シ
、
風
病
、
風
癩
、
願
狂
ノ
名

指
ス
所
一
ナ
ラ
ズ
。
内
経
〈
顔
ヲ
言
ヒ
テ
滴
ヲ
言
ハ
ズ
。
徐
嗣
伯
〈
、
大
人
〈
顔
ト
曰
上
小
児
〈
燗
ト
曰
上
其
ノ
実
一
病
ナ
リ
ト
云
う
・
之
二

依
リ
テ
之
ヲ
観
ル
ー
、
癩
澗
固
ヨ
リ
是
一
疾
ナ
リ
。
人
二
虚
実
有
り
病
上
’
一
緩
急
有
リ
テ
、
発
ス
ル
所
一
様
ナ
ラ
ズ
。
故
二
嬢
ト
曰
上
燗
ト
曰

フ
ハ
其
ノ
発
ス
ル
ノ
状
ヲ
目
ス
ル
ナ
リ
。
狂
言
妄
想
シ
テ
年
ヲ
経
テ
愈
エ
ズ
。
或
ヒ
ハ
朴
レ
シ
時
ニ
ロ
中
二
声
ヲ
作
シ
将
一
一
省
セ
ン
ト
ス
ル
時

一
一
狂
沫
ヲ
吐
キ
、
省
シ
テ
後
又
復
タ
発
シ
時
二
作
シ
時
二
止
ミ
テ
休
息
セ
ズ
。
或
上
〈
侵
什
シ
テ
直
視
シ
心
常
一
一
楽
シ
マ
ズ
、
言
語
倫
無
ク
酔

ヘ
ル
ガ
如
ク
療
セ
ル
ガ
如
シ
。
或
ヒ
ハ
卒
然
量
倒
シ
牙
ヲ
咬
ミ
声
ヲ
作
シ
延
沫
ヲ
吐
キ
人
事
ヲ
省
セ
ズ
、
随
ヒ
テ
後
醒
々
ス
。
此
ク
ノ
如
キ
証

候
多
端
一
一
シ
テ
枚
挙
ス
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ナ
リ
。
狂
ノ
病
上
為
ル
小
相
類
ス
ト
錐
モ
自
ラ
陰
陽
ノ
別
有
り
。
内
経
一
一
黄
帝
問
フ
テ
曰
ク
、
怒
狂
ヲ
病

ム
者
有
り
、
此
ノ
病
上
安
ク
｜
一
生
ズ
ル
カ
ト
。
岐
伯
対
ヘ
テ
曰
ク
、
陽
二
生
ズ
ル
ナ
リ
ト
。
帝
日
ク
、
陽
何
ヲ
モ
ッ
テ
人
ヲ
シ
テ
狂
セ
シ
ム
ル

ニ
ハ
カ
ク
ジ

カ
ト
。
岐
伯
日
ク
、
陽
気
〈
暴
二
折
ケ
テ
決
シ
難
キ
ー
因
リ
テ
故
二
善
ク
怒
ル
ナ
リ
、
病
上
名
ヅ
ヶ
テ
陽
廠
ト
曰
フ
ト
。
帝
日
ク
之
ヲ
治
ス
ル

｜
天
奈
何
卜
。
岐
伯
日
ク
、
其
ノ
食
ヲ
奪
へ
（
即
チ
巳
ム
ト
。
難
経
一
一
日
ク
、
狂
ノ
始
メ
テ
発
ス
ル
ャ
少
シ
ク
臥
シ
テ
多
ク
起
キ
自
ラ
高
賢
ナ

リ
ト
シ
自
ラ
辨
智
ナ
リ
ト
シ
自
ラ
据
貴
シ
、
妄
リ
ニ
笑
上
歌
楽
ヲ
好
ミ
妄
リ
ニ
行
ヒ
テ
休
マ
ザ
ル
、
是
ナ
リ
。
蓋
シ
頴
澗
狂
〈
多
ク
疾
心
胃
ノ

間
二
結
ス
ル
｜
一
因
リ
テ
発
ス
ル
者
有
り
。
或
上
〈
滞
食
シ
気
ヲ
塞
ギ
、
或
上
〈
風
寒
シ
外
二
閉
ジ
内
二
気
欝
室
シ
、
或
上
〈
房
労
シ
内
一
一
虚
シ

精
気
留
滞
シ
、
或
上
〈
思
慮
ヲ
過
用
シ
心
情
大
欝
シ
テ
発
ス
ル
者
ナ
リ
。
故
二
其
ノ
従
来
ス
ル
所
ヲ
詳
カ
ニ
シ
テ
後
、
潟
シ
テ
可
ナ
レ
バ
則
チ

潟
シ
、
補
シ
テ
可
ナ
レ
バ
則
チ
補
ス
。
宜
シ
ク
疾
ヲ
開
キ
心
神
ヲ
鎮
ム
・
ヘ
キ
ナ
リ
。
嬢
澗
ヲ
療
ス
ル
者
〈
瓜
帯
散
、
妙
功
十
一
丸
、
沈
香
天
麻

（6）
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一

湯
、
千
金
龍
胆
湯
、
北

湯
、
朱
砂
安
神
丸
ノ
庸

伏
シ
テ
教
諭
ヲ
族
フ
。

謹
ミ
テ
案
ズ
ル
ニ
癩
澗
狂
〈
其
ノ
証
多
ク
相
類
ス
ル
ヲ
モ
ッ
テ
諸
耆
ノ
所
載
略
定
論
無
シ
。
或
上
〈
癩
狂
ト
曰
上
或
上
〈
癒
澗
ト
曰
上
、
三

証
相
混
ズ
ル
ヲ
モ
ッ
テ
正
ヲ
辨
ズ
ル
ア
タ
ハ
ズ
。
蓋
シ
顔
〈
其
ノ
名
本
内
経
二
出
デ
テ
、
願
ヲ
言
フ
モ
ノ
ハ
胎
病
ト
為
ス
。
母
ノ
腹
中
二
驚
ヲ

受
ケ
シ
所
ヨ
リ
致
ス
ナ
リ
。
霊
枢
〈
癩
狂
ヲ
モ
ッ
テ
一
門
ト
為
ス
ト
雌
モ
、
然
し
ド
モ
其
ノ
証
候
両
ツ
ナ
ガ
ラ
相
分
シ
、
治
方
又
自
ラ
相
具

モ
ト

ス
。
然
ラ
識
〈
則
チ
艤
澗
狂
〈
辨
ゼ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ナ
リ
。
巣
氏
病
源
候
論
ノ
風
癒
ヲ
論
ズ
ル
者
〈
其
ノ
文
大
抵
素
間
ト
符
シ
テ
、
原
其
ノ
癒

病
ヲ
言
う
〈
皆
風
邪
ノ
故
二
因
ル
ト
言
フ
ナ
リ
。
又
澗
病
ヲ
論
ジ
テ
、
滴
〈
小
児
ノ
病
ヒ
ナ
リ
、
十
歳
已
下
ヲ
病
ト
為
シ
十
歳
已
上
ヲ
願
ト
為

ス
ト
云
フ
。
然
ラ
等
〈
則
チ
大
人
二
滴
疾
無
ク
、
小
児
二
癩
疾
無
キ
ノ
ミ
。
此
ノ
論
確
カ
ナ
ラ
ザ
ル
ニ
似
タ
リ
。
之
ヲ
要
ス
ル
ニ
、
経
一
一
云
う
母

ノ
腹
中
ニ
在
リ
テ
驚
ヲ
受
ケ
シ
所
ヨ
リ
致
ス
ナ
リ
。
是
真
一
二
定
不
易
ノ
論
ナ
リ
。
然
シ
テ
其
ノ
発
ス
ル
時
二
至
リ
テ
ャ
、
必
ズ
是
何
ノ
気
カ

モ
ッ
テ
感
ズ
ル
所
有
ル
ナ
リ
。
其
ノ
証
卒
然
ト
シ
テ
眩
倒
シ
テ
人
事
ヲ
知
ラ
ズ
、
必
ズ
柾
沫
ヲ
吐
キ
ｐ
言
う
所
無
ク
耳
聴
ク
所
無
ク
、
或
ヒ
ハ

目
上
視
ヲ
作
シ
或
上
〈
手
足
捨
製
ス
。
此
レ
則
チ
宿
洞
ニ
シ
テ
療
ス
ベ
ヵ
ラ
ザ
ル
者
ナ
リ
。
滴
ハ
則
チ
心
肝
胆
三
臓
ノ
病
ヒ
ナ
リ
。
其
ノ
源
ヲ

タ
ヅ
ヌ

原
ル
ー
或
ヒ
ハ
心
神
虚
怯
ナ
ル
ニ
因
り
、
或
上
〈
肝
気
ノ
抑
欝
ス
ル
ニ
因
り
、
或
ヒ
ハ
胆
気
ノ
平
ラ
ナ
ル
ザ
ル
ニ
因
ル
。
然
リ
而
シ
テ
、
人
ノ

血
気
偏
勝
シ
形
体
強
弱
ナ
ル
ニ
依
リ
テ
、
劇
易
緩
急
ノ
別
有
ル
ノ
ミ
。
故
二
其
ノ
証
又
一
ナ
ラ
ズ
。
或
上
〈
心
思
幽
欝
シ
テ
静
処
二
居
ル
ヲ
好

ミ
閑
亭
二
独
坐
シ
テ
人
ト
交
ラ
ズ
。
或
ヒ
ハ
金
石
器
物
ノ
類
ヲ
常
食
ス
。
或
上
〈
忽
チ
楽
シ
ム
所
有
り
忽
チ
憂
フ
ル
所
有
ル
ー
似
ル
有
り
。
而

シ
テ
其
ノ
証
敢
テ
モ
ッ
テ
名
状
ス
ベ
カ
ラ
ザ
ル
者
ナ
リ
。
其
ノ
劇
証
ノ
如
キ
ハ
則
チ
卒
然
昏
什
シ
手
足
箪
急
シ
眼
歪
斜
ス
ル
、
是
皆
久
シ
ゥ
シ

テ
敗
壊
ノ
証
ト
為
ス
。
諸
書
所
載
ノ
心
肝
胆
ノ
病
上
多
ク
此
ノ
証
有
り
。
是
則
チ
澗
病
ナ
リ
。
狂
〈
則
チ
心
肝
二
臓
ノ
病
ヒ
ナ
リ
。
其
ノ
源
ヲ

吉
田
周
禎

第
廿
〔
朱
筆
〕
癒
澗
狂
之
辨

千
金
龍
胆
湯
、
伏
苓
補
心
湯
ノ
類
ナ
リ
。
狂
ヲ
治
ス
ル
者
〈
、
清
心
温
胆
湯
、
柴
胡
加
龍
骨
牡
蛎
湯
、
大
柴
胡
湯
加
鉄
粉
、

朱
砂
安
神
丸
ノ
属
ナ
リ
。
虚
実
ヲ
詳
カ
ニ
シ
陰
陽
ヲ
辨
ジ
、
宜
シ
ク
証
二
随
ヒ
テ
之
ヲ
用
フ
、
ヘ
シ
。
庶
幾
ク
ハ
大
過
無
カ
ラ
ン

〔
別
筆
〕

三
黄
潟
心

コ
ト
ヲ
０
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こ
の
二
篇
は
比
較
的
よ
み
や
す
い
た
め
に
え
ら
ん
だ
も
の
で
、
二
二
篇
の
内
容
を
充
分
に
代
表
す
る
も
の
で
は
な
く
、
読
桑
誤
り
も
あ
ろ
う

が
、
「
癩
燗
狂
辨
」
の
内
容
は
こ
れ
で
ほ
ぼ
察
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
「
纐
燗
狂
辨
批
語
」
に
は
「
第
十
七
平
穏
〔
虫
食
い
〕
方
亦
佳
但

シ
瓜
帯
散
〈
亦
発
狂
ニ
モ
用
う
ゞ
へ
シ
」
と
あ
る
が
、
「
癩
澗
狂
辨
校
字
」
は
第
一
七
篇
は
と
り
あ
げ
て
い
な
い
。
お
な
じ
く
第
二
○
篇
に
つ
い

て
「
批
語
」
は
「
第
二
十
艤
燗
ヲ
分
カ
チ
テ
ニ
証
卜
為
ス
ハ
殊
一
一
□
〔
不
明
〕
混
一
一
属
ス
。
言
う
所
ノ
滴
〈
今
医
ノ
イ
ハ
ュ
ル
滴
証
一
一
似
ル
・

彼
レ
則
チ
気
疾
心
風
ノ
類
ナ
リ
。
其
ノ
証
甚
シ
ヶ
レ
。
〈
則
チ
狂
卜
為
ル
ハ
古
へ
ノ
イ
ハ
ュ
ル
滴
一
一
ア
ラ
ザ
ル
ナ
リ
。
且
シ
云
う
所
ノ
劇
証
ナ
レ

零
〈
卒
然
昏
什
云
々
〈
則
チ
是
癩
ノ
現
証
ノ
ミ
‐
一
と
い
い
、
「
校
字
」
は
「
第
什
霊
枢
〈
癩
狂
ヲ
モ
ッ
テ
一
門
ト
為
ス
云
と
、
霊
枢
〈
癩
狂
ヲ

ナ

モ
ッ
テ
ー
篇
ト
為
ス
ト
作
七
。
然
ゥ
シ
テ
其
ノ
証
候
則
チ
裁
然
ト
シ
テ
別
有
り
、
治
方
モ
亦
復
同
ジ
カ
ラ
ズ
。
必
ズ
是
何
ノ
気
カ
モ
ッ
テ
感
ズ

ル
所
有
ル
ナ
リ
ハ
、
文
意
□
〔
不
明
〕
通
。
或
上
〈
金
石
器
物
ノ
類
ヲ
常
食
ス
。
此
ノ
句
穏
カ
ナ
ラ
ズ
。
食
〈
畷
砕
ト
作
セ
。
〈
綾
カ
ニ
通
ズ
」

と
b

V，
＞･

し1
．／

0

原
ル
ー
、
或
上
〈
心
経
畜
熱
ス
ル
ニ
因
り
津
或
ヒ
ハ
肝
気
冗
盛
シ
血
ヲ
蔵
ス
ル
能
ハ
ズ
シ
テ
此
ノ
証
ヲ
為
ス
。
故
一
一
婦
人
性
々
是
有
ル
ハ
、
気

血
心
一
一
迷
上
或
上
〈
産
後
悪
露
上
衝
シ
テ
狂
ヲ
発
ス
ル
者
有
ル
｜
一
因
ル
ナ
リ
。
当
二
其
ノ
発
セ
ン
ト
ス
ル
ャ
、
必
ズ
妄
リ
｜
一
言
上
妄
リ
ニ
怒
リ

テ
堵
ヲ
瞼
エ
屋
二
上
ボ
リ
刃
ヲ
持
チ
根
ヲ
執
り
罵
晉
親
疎
ヲ
避
ケ
ザ
ル
ノ
類
、
是
ナ
リ
。
諸
書
此
ノ
三
証
ヲ
分
カ
チ
説
ク
者
至
リ
テ
少
ナ
シ
。

張
氏
曽
テ
霊
枢
癩
狂
篇
二
注
シ
テ
、
癩
病
〈
陰
二
発
シ
狂
〈
陽
二
発
ス
ト
云
フ
。
故
一
二
一
十
ノ
難
〈
、
重
陽
者
〈
狂
シ
重
陰
者
〈
顔
ス
ト
云

〈
ヤ

ア
ラ

フ
。
然
ウ
シ
テ
陽
〈
多
ク
余
り
有
ル
故
一
一
狂
ノ
発
ス
ル
ャ
時
無
ク
、
其
ノ
状
〈
疾
ク
シ
テ
暴
シ
。
陰
〈
多
ク
不
足
ス
ル
故
二
願
ノ
発
ス
ル
ャ
期

有
り
、
其
ノ
状
静
カ
ニ
シ
テ
徐
ナ
リ
。
此
レ
攝
狂
ノ
辨
ナ
リ
。
此
ノ
説
頗
ル
理
有
ル
ー
似
タ
リ
。
孫
東
宿
亦
タ
三
証
ヲ
分
カ
チ
テ
、
滴
証
只
涯

沫
ヲ
吐
ク
ヲ
モ
ッ
テ
癩
狂
卜
別
カ
ツ
ゞ
ヘ
シ
ト
言
う
。
孫
氏
大
成
論
又
、
滴
ハ
必
ズ
誕
沫
ヲ
吐
ク
ト
云
う
・
此
ノ
ー
論
少
シ
ク
疑
フ
ベ
キ
有
り
。

ダ
ダ
澗
証
ニ
シ
テ
誕
沫
ヲ
吐
ク
ト
言
フ
ハ
則
チ
可
ナ
リ
。
其
ノ
癩
証
ニ
シ
テ
江
沫
二
吐
ク
コ
ト
無
シ
ト
言
う
〈
、
則
チ
経
意
二
負
フ
カ
。
余
未

ダ
何
レ
ガ
是
ニ
シ
テ
何
レ
ガ
非
ナ
ル
ヵ
ヲ
知
ラ
ズ
。
一
タ
ビ
書
ヲ
閲
ス
ル
ゴ
ト
ニ
必
ズ
一
層
ノ
惑
ヒ
ヲ
添
ヘ
テ
、
敢
テ
モ
ッ
テ
辨
ス
ル
所
ヲ
知

ラ
ザ
ル
ナ
リ
。

（8） 368



癩
と
橘
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
二
二
篇
中
の
一
七
篇
は
繩
・
油
同
病
説
を
と
る
。
た
と
え
ば
、
第
一
八
番
の
多
紀
安
琢
は
「
癒
油
狂
卜
〈

何
ゾ
ャ
。
癩
ト
狂
ト
ノ
謂
ヒ
ナ
リ
、
三
病
二
非
ザ
ル
ナ
リ
」
と
か
き
だ
し
て
い
る
。
そ
し
て
お
お
く
の
人
が
一
‐
巣
元
方
日
ク
、
滴
〈
小
児
ノ
病

ヒ
ナ
リ
、
十
歳
以
上
ヲ
顔
ト
為
シ
十
歳
以
下
ヲ
州
ト
ナ
ス
ト
」
な
ど
と
、
願
と
燗
と
の
関
係
を
か
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
撫
も
滴
も
と
も
に
今

日
の
願
澗
に
相
当
す
る
疾
患
で
あ
っ
て
、
両
者
は
そ
の
患
者
の
年
齢
に
よ
り
わ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

多
紀
は
「
狂
〈
喪
心
ノ
調
ヒ
ナ
リ
」
と
い
う
。
狂
に
つ
い
て
お
お
く
ひ
か
れ
て
い
る
の
は
、
「
顧
狂
篇
」
の
、
「
狂
ノ
始
メ
テ
生
ズ
ル
ャ
、
先

ヅ
自
ラ
悲
シ
ム
ナ
リ
。
善
忘
シ
苦
怒
シ
善
ク
怒
ル
ハ
、
之
ヲ
憂
・
磯
二
得
タ
リ
。
〔
中
略
〕
狂
ノ
始
メ
テ
発
ス
ル
ャ
、
少
シ
ク
臥
シ
テ
飢
ヱ
ズ
、

自
ラ
高
賢
ナ
リ
ト
シ
目
ラ
智
ヲ
辨
ズ
ト
シ
自
ラ
尊
貴
ナ
リ
ト
シ
、
善
ク
罵
晋
シ
テ
日
夜
休
マ
ズ
。
〔
中
略
〕
狂
言
シ
驚
キ
善
ク
笑
上
好
ミ
テ
歌

サ
ケ

楽
シ
、
妄
行
シ
テ
休
マ
ズ
。
〔
中
略
〕
狂
シ
テ
目
妄
リ
ニ
見
、
耳
妄
リ
｜
一
間
キ
、
善
ク
呼
ブ
ハ
、
少
気
ノ
生
ズ
ル
所
ナ
リ
。
〔
中
略
〕
狂
者
多
ク

食
べ
善
ク
鬼
神
ヲ
見
善
ク
笑
ヒ
テ
外
発
セ
ザ
ル
ハ
、
之
ヲ
大
イ
’
一
喜
ブ
所
有
ル
ー
得
タ
リ
」
や
、
こ
れ
か
ら
派
生
し
た
記
載
で
あ
り
、
こ
こ
か

ら
も
狂
の
概
念
は
今
日
の
狂
気
、
す
な
わ
ち
精
神
病
的
状
態
に
相
当
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

二
二
篇
中
の
四
篇
は
、
繩
と
油
と
は
別
病
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
四
名
の
説
や
引
用
書
目
は
す
こ
し
ず
つ
ち
か
っ
て
い
る
が
、
そ
の
一

例
は
す
で
に
そ
の
読
み
下
だ
し
文
を
あ
げ
た
第
二
○
番
の
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
、
現
在
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
医
学
の
用

語
で
い
え
ば
、
Ｉ
顔
は
生
来
性
の
、
大
発
作
を
主
症
状
と
す
る
不
治
の
宿
獅
で
あ
る
、
燗
は
心
肝
胆
三
脳
の
病
い
で
、
閉
居
・
憂
欝
が
そ
の

主
症
状
で
、
劇
症
で
あ
れ
ば
大
発
作
と
な
る
、
狂
は
心
肝
二
肱
の
病
い
で
精
神
運
動
興
密
が
主
症
状
で
あ
る
、
ｌ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ

ま
り
、
「
批
語
」
も
い
う
と
お
り
、
州
の
劇
症
と
は
繩
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
の
、
嫌
と
州
と
を
別
病
と
す
る
人

全
体
を
通
覧
す
れ
ば
、
鍾
は
『
黄
帝
内
経
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
つ
い
て
の
記
述
は
ほ
ぼ
合
致
し
て
い
て
”
お
お
く

は
『
黄
帝
内
経
素
問
』
の
「
奇
病
論
篇
」
や
『
黄
帝
内
経
霊
枢
』
の
「
顔
狂
篇
」
を
引
用
し
て
い
る
。
そ
の
例
は
第
一
七
番
の
吉
田
周
禎
の
も

の
に
み
ら
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
擬
は
、
生
来
性
の
痙
掌
性
疾
患
で
あ
り
、
今
日
い
う
と
こ
ろ
の
癩
澗
お
よ
び
そ
の
類
似
状
態
で
あ

る
C
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ア
キ

に
対
し
て
も
、
「
批
語
」
は
「
願
澗
ヲ
分
カ
チ
テ
ニ
ト
為
ス
、
ソ
ノ
説
蜥
ラ
ヵ
ナ
ラ
ズ
」
な
ど
と
批
判
し
て
い
る
。

の
こ
る
一
篇
第
二
一
番
は
、
「
素
間
ノ
通
評
虚
実
諭
日
ク
」
、
「
二
十
ノ
難
日
ク
」
、
「
千
金
方
ノ
云
う
」
、
「
王
肯
堂
ノ
云
う
」
な
ど
な
ど
と
引

用
が
並
列
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
ら
か
ら
は
、
第
一
二
番
無
名
氏
が
嫌
・
澗
・
狂
を
ど
う
か
ん
が
え
た
か
、
わ
た
し
に
は
よ
み
と
れ
な
い
。

そ
こ
で
、
「
纐
澗
狂
辨
批
語
」
も
含
め
た
全
体
の
考
え
方
と
し
て
は
、
纐
と
燗
と
は
同
病
で
あ
る
が
年
齢
を
も
っ
て
わ
け
ら
れ
る
、
癩
澗
と

狂
と
は
別
病
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
、
江
戸
医
学
館
に
お
け
る
主
流
的
な
考
え
方
で
あ
っ
た
。

内
容
に
は
さ
ら
に
、
顔
・
澗
・
狂
と
五
臓
と
の
関
係
、
陰
陽
と
の
関
係
、
五
顯
、
願
・
澗
・
狂
の
治
療
法
な
ど
も
か
か
れ
て
い
る
。
治
療
法

に
つ
い
て
は
の
ち
に
検
討
し
、
こ
れ
は
第
二
報
に
お
い
て
の
べ
た
い
。
陰
陽
と
の
関
係
で
は
、
第
二
○
の
無
名
氏
が
の
べ
て
い
る
よ
う
な
、
重

陽
者
は
狂
し
重
陰
者
は
願
す
と
い
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

も
う
一
つ
の
重
要
な
内
容
は
引
用
文
献
で
、
そ
れ
を
く
わ
し
く
し
ら
べ
れ
ば
、
漢
方
の
古
典
に
お
け
る
願
・
澗
・
狂
関
連
記
載
へ
の
手
引
き

と
な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
も
第
二
報
の
課
題
と
し
た
い
が
、
さ
し
あ
た
っ
て
、
主
要
引
用
文
献
の
名
前
だ
け
あ
げ
て
お
こ
う
．
Ｉ
『
黄
帝
内
経
素

間
』
（
五
臓
生
成
篇
、
脈
要
精
微
論
篇
玉
機
真
臓
論
篇
、
宜
明
五
気
篇
、
通
評
虚
実
論
篇
．
病
能
諭
篇
、
奇
病
論
篇
、
大
奇
論
篇
、
脈
解
篇
、
長
刺
節
論
篇
、

陰
陽
類
論
篇
、
方
盛
衰
論
篇
）
、
『
黄
帝
内
経
霊
枢
』
（
癩
狂
篇
寒
熱
病
篇
）
、
『
難
経
』
（
二
十
難
．
五
十
九
難
）
、
『
千
金
方
』
、
『
諸
病
源
候
論
』
、
『
王

篇
』
、
「
史
伝
王
符
潜
夫
論
」
、
「
階
書
許
智
蔵
伝
」
、
楊
玄
操
、
張
介
賓
。

４

癩
・
滴
・
狂
の
概
念
は
随
分
と
変
遷
し
た
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
香
川
修
徳
の
『
一
本
堂
行
余
医
言
』
（
一
八
○
九
）
は
、
「
痛
く
驚
、
願
、

狂
ノ
総
名
ニ
シ
テ
兼
ヌ
ル
所
尤
モ
衆
広
ナ
リ
」
と
し
て
い
る
。
願
は
狂
な
り
と
す
る
古
医
書
も
あ
る
。

こ
こ
で
第
一
番
の
塩
田
孝
昭
が
「
癩
・
澗
・
狂
ノ
三
疾
内
経
及
ビ
八
十
一
難
已
二
其
ノ
説
ヲ
具
ス
。
但
シ
古
経
ノ
言
簡
説
ニ
シ
テ
詳
シ
ヵ
ラ

ズ
。
是
ヲ
モ
ッ
テ
後
世
諸
家
各
ど
私
見
ヲ
暹
シ
ク
シ
テ
紛
々
擾
点
諸
説
一
ナ
ラ
ズ
、
人
ヲ
シ
テ
偶
然
適
ク
所
ヲ
知
ラ
ザ
ラ
シ
ム
」
と
か
き
だ
し

（10） 370



て
い
る
の
も
、
も
っ
と
も
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
輝
・
澗
・
狂
概
念
の
変
遷
を
た
ど
る
の
は
、
現
在
の
わ
た
し
の
よ
く
す
る
と
こ
ろ
で
は
な

い
。
願
・
澗
・
狂
の
概
念
が
混
乱
し
た
の
は
本
場
の
中
国
に
お
い
て
も
同
様
だ
っ
た
よ
う
で
、
『
難
径
』
の
楊
注
に
も
、
「
故
二
経
二
言
〈
ク
重

陽
ノ
者
〈
狂
ス
ト
〈
此
レ
ヲ
之
謂
フ
ナ
リ
。
今
ノ
人
モ
ッ
テ
癩
疾
ト
為
ス
ハ
謬
ナ
リ
」
、
「
願
〈
顛
ナ
リ
。
〔
中
略
〕
今
ノ
人
モ
ッ
テ
滴
病
ト
為

ス
ハ
誤
ナ
リ
」
と
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
『
黄
帝
内
経
』
は
顔
お
よ
び
狂
に
つ
い
て
は
く
わ
し
い
が
、
燗
は
「
大
奇
論
篇
」
に
「
墹
瘤
」
、
「
寒

熱
篇
」
に
「
澗
眩
」
と
し
て
で
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
を
多
紀
安
琢
は
「
則
チ
内
経
ノ
イ
ハ
ュ
ル
燗
〈
本
願
ノ
証
候
ニ
シ
ー
こ
と
か
い

て
い
る
。
富
士
川
勝
は
『
日
本
医
学
史
』
（
一
九
○
四
年
、
裳
華
房
・
東
京
）
の
「
疾
病
史
」
の
章
に
、
「
然
ル
ー
、
後
世
宗
以
後
二
及
ビ
テ
願
ト

狂
卜
浦
ト
ヲ
別
チ
テ
三
症
ト
ナ
シ
〔
中
略
〕
澗
症
ヲ
以
テ
癩
澗
ト
シ
、
願
ヲ
以
テ
静
ナ
ル
狂
症
ト
シ
、
狂
ヲ
以
テ
躁
シ
キ
狂
症
ト
ナ
シ
タ
リ
」

前
述
し
た
よ
う
な
、
願
・
澗
同
病
で
狂
と
は
別
病
で
あ
る
と
す
る
、
こ
の
「
願
澗
狂
辨
」
全
体
と
し
て
の
考
え
方
は
、
途
中
の
混
乱
を
整
理

し
て
『
黄
帝
内
経
』
に
お
け
る
概
念
に
復
帰
し
た
も
の
と
い
え
る
。
そ
こ
に
独
創
的
な
も
の
は
ゑ
ら
れ
な
い
。

ヨ
ハ
ソ
ネ
ス
・
デ
・
・
コ
ル
テ
ル
原
著
を
宇
田
川
玄
随
が
翻
訳
し
た
『
西
説
内
科
撰
要
』
（
一
七
九
二
’
一
八
一
○
）
は
わ
が
国
最
初
の
西
洋
内
科

書
で
、
そ
こ
に
は
メ
ラ
ン
コ
リ
ヤ
、
ヒ
ポ
コ
ン
ヂ
リ
ヤ
、
ア
ソ
キ
シ
イ
タ
ス
、
ソ
ポ
ル
、
ア
ゲ
リ
．
フ
ニ
ヤ
、
デ
リ
リ
ウ
ム
な
ど
の
医
説
が
の
べ

ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
精
神
病
学
説
の
わ
が
国
へ
の
最
初
の
紹
介
で
あ
ろ
う
。
わ
が
国
の
漢
方
医
学
で
は
中
神
琴
溪
の
『
生
を
堂

医
談
」
（
一
七
九
六
年
）
よ
り
精
神
疾
患
へ
の
関
心
の
高
ま
り
が
ゑ
ら
れ
、
一
八
○
五
年
（
文
化
二
年
）
に
は
土
田
戯
の
『
癩
澗
狂
経
験
篇
』
も
で

と
か
い
て
い
る
。

医
談
』
（

て
い
る
。

て
い
た
こ
と
を
し
め
す
も
の
だ
ろ
う
。

江
戸
医
学
館
に
お
け
る
考
試
の
主
題
と
し
て
癩
澗
狂
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
も
、
精
神
病
学
的
問
題
が
当
時
す
で
に
無
視
で
き
な
く
な
っ

医
史
学
に
本
格
的
に
と
り
く
も
う
と
す
る
き
っ
か
け
の
一
つ
を
わ
た
し
に
あ
た
え
て
く
だ
さ
っ
た

小
川
鼎
三
先
生
の
ご
霊
前
に
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本
論
文
の
要
旨
は
一
九
八
三
年
一
二
月
一
七
日
の
日
本
医
史
学
会
・
蘭
学
資
料
研
究
会
合
同
例
会
お
よ
び
一
九
八
四
年
四
月
二
二
日
第
八

五
回
日
本
医
史
学
会
学
術
大
会
（
酒
井
価
会
長
）
で
発
表
し
た
。
こ
の
資
料
を
こ
こ
ま
で
よ
む
に
つ
い
て
は
、
山
田
光
胤
・
宗
田
一
・
大
塚
恭

男
・
長
谷
川
弥
人
・
酒
井
シ
ヅ
の
諸
先
生
に
ご
教
示
い
た
だ
き
、
ま
た
例
会
の
席
で
も
お
お
く
の
方
な
に
ご
助
言
い
た
だ
い
た
こ
と
を
、
記

し
て
お
礼
を
も
う
し
あ
げ
る
。

、
ノ

戸
寸
上
』

（
句
白
）

、
ノ

行
ｑ
Ｊ
）

こ
の
小
論
を
さ
さ
げ
ま
す
。

昌
一
房
弓
口
屏
』
｛
画
再
冒
菖
く
言
ｐ
ご
曾
己
一
言
の
Ｑ
ご
く
一
一
Ｇ
．
局
二
一
《
く
岸
｝
浬
命
も
○
普
巨
（
）
冨

延

、

、

四
餌
夛
『
窪
め
一
〕
（
）
狛
巨
国
四
一
（
ｗ
》
騨
冒
（
一
再
，
皇
）
『
命
吻
国
具
今
二
一
｝
〕
の
咳
〔
〉
｝
》
○
（
）
一
○
｛
、
の
一
〕
』
国
の
酸
①

祁
昌
員
〕
局
ご
一
員
堂
Ｇ
芭
一
巨
胃
。
①
．
、
罠
一
弓
詫
こ
つ
夛
角
の
」
旨
昌
い
巳
』
○
昌
夛
国
砿
岸
）
臣
ご
Ｑ
③
〔
一

門
。
①
○
○
媚
旨
昏
Ｎ
①
堅
四
め
ぃ
も
戻
す
一
】
○
門
口
の
旦
砕
○
四
一
切
○
一
〕
○
○
罠
芦
冒
胃
司
①
胃
．
胃
固
号
｝
〕
①

文
献

岡
田
昌
春
踏
壽
館
遺
事
。
中
外
医
事
新
報
、
第
四
二
三
’
四
二
六
号
、
一
八
九
七
年
。

森
潤
三
郎
『
多
紀
氏
の
事
蹟
』
“
日
本
医
史
学
会
・
東
求
、
一
九
三
三
年
。

大
口
本
人
名
辞
書
刊
行
会
細
大
日
本
人
希
辞
書
（
二
）
（
講
談
社
学
術
文
庫
）
．
誰
談
社
・
東
京
、
一
九
八
○
年
。

目
｛
５
国
ｘ
四
目
冒
胃
さ
ご
冒
弔
⑱
目
の
宮
口
司
冒
冒
嘩
］
①
国
・
○
三
角
①
ａ
の
巴
の
ｏ
面
○
三

●

（
－
ず
①
』
“
汗
馬
①
己
○
周
骨
）

び
く、

葭
訓
画
呂
○
○
〆
シ
Ｈ
）
ン

○
［
号
⑦
（
咋
巨
亀
冒
旬
昌
（
〕
己
（
）
三
（
涌
一
．
９
号
の
弓
（
詩
巨
‐

二
冒
命
（
」
一
向
目
巨
の
〕
ご
く
｝
〕
芦
（
ｕ
一
一
ぐ
一
函
（
二
↓
ｃ
こ
い
一
く
一
国
ぐ
③
睦
言
四
ｍ
二
の
（
」

、

一
営
号
〔
》
目
色
医
砂
胃
昌
ご
昌
弓
＄
》
自
己
芝
島

国
Ｑ
ｏ
昌
乱
月
旦
評
塚
○
巳
２
回
白
日
胃
５
目
守
門

（
東
京
都
杉
並
区
）
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mediclofficersandtheirrelativeswereheldtwiceavear.Butconcretefactsoftheexamination
l

arenotknown.

TheSocietyfbrtheResearchof､PsychiatricHistorypossesscsmanuscripts,entitled$6ATreatise

onlnsanity(or,atreatiseon"8〃輝,b"""and""α"g狂)".Themanuscript_waswrittenon

ruledpaperoftheMedicalSchoolby22persons,includingKatsuragawaHoetsu(1835～1876)and

TakiAntaku(1824～1876).Theexamination,nowlefiinthefbrmofthesemanuscripts,musthave

beenheldinl850orso.

Examineesdiscussedconceptsof〃β"，ルs泥〃andkC""9,refbrringtothe!5HM"9-な〃ei-cﾙ加g黄

帝内経,thelnnerClassicoftheYellowEmperor''andotherclassicsofChinesemedicine.Almost

alltheexamineesadvocatethat"2"andルs"〃arethesameconvulsivedisease，thath"e"is〃β〃in

children,andthatルG"""gisamentaldisease.ThisviewwastheconclusionofviewsoninsanityThisvlewwastheconclusionofviewsoninsanitv

byancientChinesemedicine，andaddednothingnew.

Towardstheendofthel8thcenturytraditionalmedicinedevelopedinterestsintopsychiatric

problems.Thesemanuscriptsrepresentthethengrowinginterests.(Inthisauthor'sabstract､he

familynameoftheJapaneseisputbefbrchispersonalname,accordingtotheoriginalJapanese

style.)

（
ｍ
【
）

師
吟
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